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100 自動車技術

　優秀講演発表賞は，“学術講演会の更なる活性化と発表水準の向上を図る”ことを目的に，２００２年春季大会より設置されました．
受賞者数は講演発表数の２％以内とし，大会ごとに学術講演会運営委員会が大会参加者による評価をもとに受賞候補者を選定し，表
彰委員会が決定いたします．今回は，下記７名の方々が受賞されました．授賞式は，２００８年春季大会期間中５月２２日（木）にパシフ
ィコ横浜にて開催されます．

車室内VOC低減技術の開発

（講演番号：１８８）
青木　修氏
㈱本田技術研究所　四輪開発センター
（現：�日本自動車研究所　審査登録センター審査部）

複数年連続大気シミュレーションによ
る汚染物質濃度変動要因の解析

（講演番号：２１５）
茶谷　聡氏
�石油産業活性化センター　JCAP推進部・
㈱豊田中央研究所　シンクタンク室

二輪車の運動特性とその評価指標に関
する研究

（講演番号：３３６）
景山一郎氏
日本大学
生産工学部機械工学科

有限要素モデルによる側突乗員拘束装
置モデルの開発

（講演番号：２８９）
福島　聡氏
トヨタ自動車㈱
車両CAE部部付側突乗員傷害値グループ

低中周波領域における車両用防音材の
挙動解析

（講演番号：２０５）
小林憲正氏
トヨタ自動車㈱
車両CAE部部付NV技術開発グループ

革新的次世代低公害車総合技術開発－トータ
ルエンジンシミュレーションシステムを用い
た最適ディーゼルエンジンシステムの検討－

（講演番号：７）
島ì直基氏
㈱いすゞ中央研究所　エンジン研究第一部

革新的次世代低公害車総合技術開発－
GTL燃料を用いたディーゼルエンジン
の燃焼・排ガス特性－

（講演番号：１０）
内田　登氏
日野自動車㈱　技術研究所エンジン研究室

２００７年秋季大会学術講演会優秀講演発表賞受賞者
問合せ先：学術チーム  増田

E-mail: masuda@jsae.or.jp

２００７年度　標準化活動功労者
問合せ先：規格チーム　山口

E-mail: yamaguch@jsae.or.jp

　２００８年２月２７日に開催された第１０回規格委員会において，標準化活動功労者への感謝状・記念品贈呈式が行なわれました．これ
は標準化活動について永年にわたり積極的な取組みを行い，多大なる貢献をしていただいた方への感謝の意を表し，また関係者に標
準化活動の重要性をご理解いただくことを期待し，２００３年度に制定されたものです．第５回目となる今回の受賞者は以下の２名の方
です．

車両性能部会
自動車騒音分科会
分科会長

金井俊一郎氏
日産自動車㈱

電子・電装部会
部会長

前野剛氏
㈱デンソー


